
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集

　
第
七
九
巻
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
）
別
刷

山 

　
根 

　
由
美
恵

「
世
界
文
学
」
と
し
て
の
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」

― 

村
上
春
樹
「
納
屋
を
焼
く
」
を
超
え
て 

―
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一

「
世
界
文
学
」
と
し
て
の
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　
　
　
　

―
村
上
春
樹
「
納
屋
を
焼
く
」
を
超
え
て
―

山　

根　

由
美
恵

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」、
村
上
春
樹
、「
納
屋
を
焼
く
」、「
世
界
文
学
」

　

は
じ
め
に

　

村
上
文
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、「
村
上
春
樹
の
小
説
は
映
像
化
が
難
し
い
と
言
わ
れ

る
。
独
特
の
世
界
観
、
文
字
だ
か
ら
成
り
立
つ
非
現
実
的
な
会
話
、
多
用
さ
れ

る
隠
喩（

１
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
映
像
化
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
き
た
と
は
言

い
が
た
い
。
映
像
化
は
、
非
現
実
な
設
定
が
多
い
村
上
の
世
界
観
を
再
現
し
つ

つ
、
映
画
の
面
白
さ
を
保
て
る
か
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
。
二
〇
一
八

年
公
開
の
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
監
督
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
国
際

批
評
家
連
盟
賞
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
映
画
批
評
家
協
会
─
外
国
語
映
画
賞
等
を
受

賞
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
短
縮
版
（
ド

ラ
マ
版（

２
））が

放
映
さ
れ
、二
〇
一
九
年
二
月
か
ら
劇
場
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
村
上
の
世
界
観
を
生
か
し
な
が
ら
、
現
代
韓
国
の
若
者

の
状
況
を
色
濃
く
描
き
出
し
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

一
九
八
〇
年
代
の
一
短
篇
で
あ
っ
た
原
作
「
納
屋
を
焼
く
」（
初
出　

一
九
八
三
・
一
）
の
世
界
を
二
〇
一
〇
年
代
の
韓
国
に
当
て
は
め
、
更
に
大
き

く
飛
躍
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
が
村
上
文
学
映
像
化

の
希
有
な
成
功
例
で
あ
り
、
か
つ
時
代
・
国
・
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
た
「
世
界
文

学
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で「
世
界
文
学
」に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ダ
ム
ロ
ッ

シ
ュ
は
「
世
界
文
学
」
を
次
の
三
つ
に
定
義
づ
け
て
い
る（

３
）。

一
「
諸
国
民
文
学

を
楕
円
状
に
屈
折
さ
せ
た
も
の
」、
つ
ま
り
「
起
点
文
化
と
受
入
文
化
が
二
つ

の
焦
点
と
な
っ
て
楕
円
の
空
間
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
作
品
は
ど
ち
ら
か

一
方
の
文
化
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
双
方
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
世

界
文
学
と
し
て
生
き
る
」
も
の
。
二
「
翻
訳
を
通
し
て
豊
か
に
な
る
作
品
」。

三
「
正
典
の
テ
ク
ス
ト
一
式
で
は
な
く
、
一
つ
の
読
み
の
モ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
、

自
分
が
い
ま
い
る
場
所
と
時
間
を
越
え
た
世
界
に
、
一
定
の
距
離
を
と
り
つ
つ

対
峙
す
る
と
い
う
方
法
」、
つ
ま
り
「
世
界
文
学
」
は
読
み
手
に
よ
っ
て
創
り
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二

出
さ
れ
る
も
の
、
で
あ
る
。
本
稿
は
、
定
義
一
「
起
点
文
化
と
受
入
文
化
が
二

つ
の
焦
点
と
な
っ
て
楕
円
の
空
間
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
作
品
は
ど
ち
ら

か
一
方
の
文
化
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
双
方
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、

世
界
文
学
と
し
て
生
き
る
」
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
が
成
功
し
た
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
、
村
上
文
学
の
世
界

観
を
壊
さ
ず
深
化
さ
せ
た
こ
と
。
二
、
そ
の
上
で
新
し
い
解
釈
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
物
語
）
を
描
き
出
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
一
に
つ
い
て
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」

は
「
原
作
と
は
主
人
公
の
設
定
も
結
末
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
に
、
原
作

の
内
容
が
損
な
わ
れ
て
い
る
感
じ
が
ま
っ
た
く
し
な
い
。
む
し
ろ
、
ベ
ン
や
ヘ

ミ
と
の
会
話
は
ほ
ぼ
原
作
通
り
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、原
作
で
は「
僕
」（
映

画
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
ス
）
が
語
れ
な
か
っ
た
部
分
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
く
る
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る（

４
）。

　

し
か
し
、
原
作
の
再
現
が
映
画
の
成
功
と
結
び
つ
く
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
も

異
な
る
。
二
〇
一
八
年
は
松
永
大
司
監
督
「
ハ
ナ
レ
イ
・
ベ
イ
」
も
公
開
さ
れ

た
が
、
原
作
に
ほ
ぼ
忠
実
な
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
短
編
を
九
七
分
の
長

さ
で
表
現
す
る
た
め
に
台
詞
が
な
い
演
技
が
多
く
、
主
演
・
吉
田
羊
の
熱
演
は

認
め
る
も
の
の
、
冗
長
と
い
う
感
想
を
持
つ
観
客
も
少
な
く
な
か
っ
た（

５
）。

対
し

て
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
「
原
作
で
は
男
性
が
納
屋
を
本
当
に
燃
や
し
た
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
結
末
が
明
確
で
は
な
い
ミ
ニ
マ
ム
な
話
だ
か
ら

こ
そ
、映
画
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
余
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

ミ
ス
テ
リ
ー
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。難
し
か
っ
た
の
は
、

解
決
し
な
か
っ
た
ま
ま
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
物
語
に
し
て
拡
大
し
、
そ
の
テ
ン

シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
さ
ら
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
」
と

語
っ
て
い
る（

６
）。

原
作
で
曖
昧
だ
っ
た
結
末
を
、ミ
ス
テ
リ
ー
を
拡
大
さ
せ
る「
余

地
」
と
捉
え
、
そ
の
世
界
を
拡
大
さ
せ
、
自
ら
の
物
語
を
描
く
こ
と
に
精
力
を

注
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
の
試
み
は
「
と
て
つ
も
な
い
映
画

が
出
来
て
し
ま
っ
た（

７
）」、「

原
作
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
残
し
つ
つ
大
胆
に
脚
色
し
、

驚
く
べ
き
換
骨
奪
胎
を
や
っ
て
の
け
た（

８
）」、「

ま
っ
た
く
新
し
い
傑
作
が
誕
生
し

た（
９
）」

と
非
常
に
好
意
的
に
受
け
取
め
ら
れ
た
。

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
内
田
康
氏
、
藤
城
孝
輔
氏
の
研
究
が

あ
る
。
内
田
氏
は
、〈（
女
性
の
）
喪
失
〉
と
〈
父
＝
王
殺
し
〉
と
い
う
、
村
上

文
学
の
特
徴
的
な
構
造
を
表
現
し
た
映
画
と
捉
え
て
い
る
。
藤
城
氏
は
ヒ
ロ
イ

ン
・
ヘ
ミ
と
北
朝
鮮
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
「
不
可
視
性
」
を
読
み
取
り
、

そ
れ
は
韓
国
と
北
朝
鮮
の
長
年
の
地
政
学
的
緊
張
の
寓
意
で
も
あ
る
と
い
う
非

常
に
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
二
者
が
取
り
上
げ
て
い
な
い

ド
ラ
マ
版
に
着
目
す
る
。
ド
ラ
マ
版
（
九
五
分
）
と
劇
場
版
（
一
四
八
分
）
は
、

五
三
分
の
違
い
が
あ
る
が
、
主
と
し
て
結
末
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
が
ド

ラ
マ
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
末
の
違
い
は
大
き
く
、
二
作
は
別
作
品
と
も
言

え
そ
う
な
印
象
の
違
い
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
版
は
村
上
文
学
の
世
界
観
を
深
化
し

つ
つ
、
韓
国
の
状
況
を
組
み
込
む
と
い
う
「
世
界
文
学
」
性
が
、
劇
場
版
は
原

作
を
超
え
る
挑
戦
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
考
察
を
進
め
た
い
。

（
10
）

（
11
）
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一　

ド
ラ
マ
版
と
劇
場
版
の
構
成

　

１　

ド
ラ
マ
版
の
基
本
構
成

　

原
作
「
納
屋
を
焼
く
」
は
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
（
以
下
、『
螢
・
納

屋
を
焼
く
・
そ
の
他
の
短
編
』（
講
談
社
・
一
九
八
四
）
所
収
作
を
単
行
本
版
、

単
行
本
版
を
改
稿
し
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

③
』（
講
談
社
・

一
九
九
〇
）
に
所
収
さ
れ
た
作
を
全
作
品
版
と
記
す
）。
拙
稿
で
述
べ
た
が
、

二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
に
は
主
題
の
変
化
、
存
在
と
不
在
の
曖
昧
さ
、
中
心

か
ら
〈
物
語
〉
へ
の
志
向
が
見
ら
れ
、そ
れ
は
ま
た
個
々
の
時
代
性
（
一
九
八
〇

年
代
・
一
九
九
〇
年
代
）
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
ラ
マ
版
は
、「
納
屋
を
焼
く
」
の
基
本
構
図
を
確
実
に
押
さ
え
つ
つ
、
複

数
の
設
定
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
あ
ら
す
じ
紹
介
を
兼
ね
、
○
単
行
本

版
の
設
定
、
◎
全
作
品
版
の
設
定
、
●
原
作
に
は
な
い
が
「
納
屋
を
焼
く
」・

村
上
の
世
界
観
を
膨
ら
ま
せ
た
設
定
、
★
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
“Barn Burning

”

の
影
響
、◆
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
定
と
し
て
示
す
。
○
◎
●
は
、

村
上
文
学
の
世
界
観
を
示
す
も
の
な
の
で
明
朝
体
で
記
す
。
★
◆
は
映
画
の
特

色
を
表
す
の
で
、
フ
ォ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
変
え
、
違
い
を
提
示
し
た
。
算
用
数

字
の
番
号
は
、
稿
者
が
便
宜
的
に
付
け
た
場
面
の
番
号
で
あ
る
。

１

、
◆
作
家
志
望
の
青
年
イ
・
ジ
ョ
ン
ス
が
幼
な
じ
み
シ
ン
・
ヘ
ミ
と
ソ
ウ
ル
で
再

会
す
る
。（
ヘ
ミ
は
故
郷
（
パ
ジ
ュ
―
農
村
・
北
朝
鮮
と
の
軍
事
境
界
線
を
隔
て
て

（
12
）

（
13
）

接
す
る
最
前
線
）
の
幼
な
じ
み
）

２
、
○
飲
み
屋
で
語
る
。
：
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
話
、
◆
飢
え
た
人
の
話
（
リ
ト
ル
・

ハ
ン
ガ
ー
、
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
）、
●
ヘ
ミ
が
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
て
い
る
間
、
猫

の
世
話
を
頼
ま
れ
る
。

３
、●
ヘ
ミ
の
家
に
行
く
。見
え
な
い
猫
（
ボ
イ
ル
）
の
存
在
。◆
肉
体
関
係
を
持
つ
。

（
ジ
ョ
ン
ス
は
ヘ
ミ
に
恋
愛
感
情
を
抱
く
）

４
、
◆
実
家
（
パ
ジ
ュ
）
に
戻
り
牛
の
世
話
を
す
る
。
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
が
書

け
な
い
。
失
業
者
の
ニ
ュ
ー
ス
●
ヘ
ミ
の
家
の
猫
の
世
話
（
姿
を
見
せ
な
い
）
を

し
な
が
ら
、
ヘ
ミ
を
待
つ
。
★
父
が
暴
力
沙
汰
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

５
、
○
空
港
に
迎
え
に
来
て
欲
し
い
と
ヘ
ミ
か
ら
電
話
。
ヘ
ミ
は
ア
フ
リ
カ
で
ベ
ン

と
意
気
投
合
し
、
三
人
で
一
緒
に
飲
む
。
◆
ヘ
ミ
の
消
滅
願
望
。
●
ベ
ン
は
涙
を

流
さ
な
い
。
★
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
話

６
、
★
父
の
保
釈
の
た
め
嘆
願
書
を
作
成
。
●
喫
茶
店
（
石
の
話
─
「
タ
イ
ラ
ン
ド
」

の
影
響
─
）
●
ベ
ン
の
家
に
行
く
（
内
田
氏
指
摘　

ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
的
な
生
活
、

他
の
女
の
影
）。
◆
ベ
ン
の
友
達
と
会
い
、
ヘ
ミ
が
ア
フ
リ
カ
の
踊
り
を
踊
る
。

７
、
○
パ
ジ
ュ
の
ジ
ョ
ン
ス
の
家
に
二
人
が
訪
ね
る
。
◆
北
朝
鮮
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

放
送
。
●
井
戸
の
話
。
●
ヘ
ミ
が
裸
で
踊
り
（
内
田
氏
指
摘
「
神
の
子
ど
も
た
ち

は
み
な
踊
る
」
の
影
響
）、
○
そ
の
後
眠
る
。
★
ジ
ョ
ン
ス
は
父
に
対
す
る
憎
し
み

を
語
る
。
○
ベ
ン
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
焼
く
趣
味
が
あ
る
こ
と
、
同
時
存
在
の

話
を
す
る
。
◆
ジ
ョ
ン
ス
は
ヘ
ミ
を
愛
し
て
い
る
と
ベ
ン
に
告
げ
る
。
ジ
ョ
ン
ス

は
ヘ
ミ
が
裸
に
な
っ
た
こ
と
を
非
難
す
る
。

８
、
○
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
焼
け
る
か
ど
う
か
、
見
回
る
ジ
ョ
ン
ス
。
●
ヘ
ミ
か
ら

の
無
言
電
話
、そ
の
後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、ヘ
ミ
を
探
す
。（
内
田
氏
指
摘
「
ね

じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
影
響
）
●
猫
が
い
な
く
な
る
。
井
戸
も
な
い
。
●
ハ

三
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四

ウ
ス
に
火
を
付
け
て
し
ま
う
ジ
ョ
ン
ス
（
す
ぐ
に
消
す
）。

９
、
○
ベ
ン
と
喫
茶
店
で
話
す
。
★
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
。
◎
ベ
ン
の
嫉
妬

10
、
○
★
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
燃
え
上
が
る
幻
影
、
◆
ヘ
ミ
の
部
屋
で
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
う
ジ
ョ
ン
ス
。

　

ド
ラ
マ
版
は
、原
作
（
○
◎
）
の
あ
ら
す
じ
を
ほ
ぼ
全
て
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、

村
上
の
世
界
観（
●
）で
物
語
を
膨
ら
ま
せ
つ
つ
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
設
定（
★
）

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
定
（
◆
）
を
均
等
に
混
ぜ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
作
の
再

現
や
村
上
の
世
界
観
だ
け
で
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
適
宜
入

れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
作
を
知
る
観
客
も
飽
き
さ
せ
な
い
緻
密
な
計
算
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

村
上
文
学
の
世
界
観
を
深
化
さ
せ
る
演
出
の
一
つ
に
猫（
ボ
イ
ル
）が
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
猫
は
村
上
文
学
で
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
ド
ラ
マ
版
と
劇
場
版

で
は
象
徴
す
る
も
の
が
異
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ミ
が
ア
フ
リ
カ
旅
行
中
の
猫
の
世

話
を
ジ
ョ
ン
ス
に
頼
ん
だ
後
、
ヘ
ミ
の
ア
パ
ー
ト
に
行
き
、
そ
こ
で
肉
体
関
係

を
持
つ
展
開
、
ヘ
ミ
へ
の
恋
愛
感
情
が
生
ま
れ
た
ジ
ョ
ン
ス
が
留
守
の
間
に
ヘ

ミ
を
思
い
な
が
ら
猫
の
世
話
（
餌
の
準
備
と
排
泄
物
の
処
理
）
を
す
る
場
面
等
、

猫
は
ヘ
ミ
と
ジ
ョ
ン
ス
を
結
ぶ
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ラ

マ
版
の
猫
は
最
後
ま
で
登
場
し
な
い
。
劇
場
版
で
は
ベ
ン
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
登

場
す
る
猫
が
ボ
イ
ル
の
可
能
性
を
暗
示
し
、
ヘ
ミ
の
失
踪
に
ベ
ン
が
関
与
し
て

い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ベ
ン
の
部
屋
か
ら
逃
げ
た
猫
が
ジ
ョ
ン
ス
に
「
ボ
イ

（
14
）

ル
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
で
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
二
人
の
絆
は
強
調
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
版
で
は
最
後
ま
で
現
れ
な
い
こ
と
で
ジ
ョ
ン
ス
と
ヘ
ミ

の
関
係
そ
の
も
の
の
曖
昧
さ
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
れ
な
い
猫
に
対
し
、
ジ
ョ
ン
ス
は
「
猫
が
“
い
な
い
”
っ
て
こ
と

を
忘
れ
た
方
が
い
い
の
か
」（
▽
ド0:12:40　

劇0:14:01　

引
用
は
日
本
語
吹

き
替
え
に
よ
る
。
ド
ラ
マ
版
の
日
本
語
吹
き
替
え
の
場
合
は
▽
、
劇
場
版
の
日

本
語
吹
き
替
え
の
場
合
に
は
▼
を
記
す
。
以
下
同
様
）
と
ヘ
ミ
に
話
す
が
、
こ

れ
は
「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
」
の
場
面
（
場
面
２
）
と
呼
応
し
て
い
る
。
ヘ
ミ
は
蜜

柑
を
む
く
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
見
せ
た
際
に
「
こ
こ
に
ミ
カ
ン
が
“
あ
る
”
っ
て

思
い
こ
ま
な
い
で
、
こ
こ
に
ミ
カ
ン
が
“
な
い
”
こ
と
を
忘
れ
た
ら
い
い
の
。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
」（
▽
ド0:06:54

～0:07:02　

劇0:07:25

～0:07:33

）
と
、

存
在
と
不
在
の
逆
転
の
発
想
を
ジ
ョ
ン
ス
に
語
る
。
こ
の
場
面
は
原
作
で
も
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
存
在
と
不
在
の
曖
昧
さ
を
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
場

面
の
み
な
ら
ず
、
猫
の
場
面
で
更
に
強
調
し
た
点
は
秀
逸
な
工
夫
で
あ
る
。
繰

り
返
さ
れ
る
存
在
と
不
在
の
曖
昧
さ
は
、
ド
ラ
マ
版
の
主
題
に
深
く
関
わ
る
。

劇
場
版
は
ジ
ョ
ン
ス
が
ベ
ン
を
刺
殺
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
結
末
に
な
っ
て
い

る
が
、
ド
ラ
マ
版
で
は
、
ヘ
ミ
が
語
っ
た
井
戸
の
存
在
も
村
長
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
て
お
り
（
劇
場
版
で
は
再
会
し
た
母
が
井
戸
は
あ
っ
た
と
語
る
）、
猫
・

井
戸
・
そ
し
て
ヘ
ミ
そ
の
も
の
の
実
在
も
曖
昧
に
さ
れ
、
ヘ
ミ
の
失
踪
の
真
実

は
不
明
の
ま
ま
、物
語
は
終
了
す
る
。
謎
解
き
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
の
結
末
は
、

単
行
本
版
の
世
界
観
を
壊
さ
な
い
物
語
と
言
え
る
。
ド
ラ
マ
版
は
、
単
行
本
版

の
構
成
を
基
本
ラ
イ
ン
と
し
て
崩
さ
ず
、
多
く
の
村
上
文
学
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
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五

（
物
語
取
り
）
に
加
え
、
村
上
文
学
の
世
界
観
を
更
に
強
化
す
る
よ
う
な
演
出

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

２　

劇
場
版
の
展
開

　

次
に
劇
場
版
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
の
結
末
に
向
け
た
展
開
を
記
す
。
ド
ラ
マ
版

と
違
う
点
を
傍
線
で
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
記
号
は
ド
ラ
マ
版
の
構
成
に
準

ず
る
。
な
お
、
場
面
７
ま
で
は
物
語
の
展
開
を
変
え
る
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
。

（
相
違
点
：
無
言
電
話
が
執
拗
に
か
か
っ
て
く
る
。
北
朝
鮮
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

放
送
の
場
面
が
多
く
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
父
の
裁
判
に
関
し
て
弁
護
士
と
の
会

話
が
あ
る
。
大
麻
を
吸
い
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
飲
む
（
原
作
に
忠
実
）。
ヘ
ミ
と

の
肉
体
関
係
の
場
面
が
丁
寧
に
描
か
れ
る
（
ヘ
ミ
の
男
性
遍
歴
が
多
い
こ
と
を

匂
わ
せ
る
））。

８
、
○
★
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
燃
え
上
が
る
夢
（
夢
か
ら
覚
め
る
ジ
ョ
ン
ス
）。
→
ド

ラ
マ
版
で
は
場
面
　
の
ジ
ョ
ン
ス
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
場
面
の
前
に
挿
入
。
◆

ジ
ョ
ン
ス
は
バ
イ
ト
先
を
探
す
が
、
ヘ
ミ
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
バ
イ
ト
の
面
接

の
途
中
で
抜
け
出
す
。
○
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
焼
け
る
か
ど
う
か
、
見
回
る
ジ
ョ

ン
ス
。●
ヘ
ミ
か
ら
の
無
言
電
話
、そ
の
後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、ヘ
ミ
を
探
す
。

ヘ
ミ
の
部
屋
に
行
く
が
、
猫
が
い
な
く
な
る
。
●
ハ
ウ
ス
に
火
を
付
け
て
し
ま
う

ジ
ョ
ン
ス
（
す
ぐ
に
消
す
）。

９
、
○
ベ
ン
と
喫
茶
店
で
話
す
。
★
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
話
。
◎
ベ
ン
の
嫉
妬
。
◆
ヘ

10

ミ
の
家
族
に
会
い
に
行
く
。
ヘ
ミ
の
家
族
は
ジ
ョ
ン
ス
に
「
ヘ
ミ
に
借
金
を
返
す

ま
で
帰
る
な
と
伝
え
て
」
と
言
う
（
家
族
関
係
の
断
絶
）。
●　
　

 

も
な
い
（
井

戸
に
つ
い
て
の
描
写
が
増
す
）
→
ド
ラ
マ
版
で
は
場
面
８
の
猫
の
挿
話
の
後
に
挿

入
。

　

◆
ジ
ョ
ン
ス
は
ベ
ン
を
執
拗
に
ス
ト
ー
キ
ン
グ
す
る
。（
車
で
追
う
、
ジ
ム
の
外
で

待
つ
。
家
の
外
で
待
つ
）、
◆
ベ
ン
を
山
奥
ま
で
車
で
追
い
か
け
、
貯
水
池
ま
で
追

い
詰
め
る
夢
、
◆
母
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
再
会
。
お
金
に
困
っ
て
い
る
。
●
◆

　
　

 

の
話
を
聞
く
と
、　
　

 

は
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

◆
ベ
ン
の
家
の
前
で
待
ち
伏
せ
→
ベ
ン
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
そ
の
ま
ま
ベ
ン
の

家
へ
。
ヘ
ミ
の
飼
っ
て
い
た　

 

と
思
わ
れ
る　

 

が
い
る
。
洗
面
所
に
ヘ
ミ
の
時
計

が
あ
る
。（
ヘ
ミ
の
失
踪
（
も
し
く
は
死
）
に
ベ
ン
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
）

10
、◆
父
の
有
罪
が
確
定
。
牛
を
売
る
。
◆
ヘ
ミ
の
部
屋
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
ジ
ョ

ン
ス
。

11
、
◆
ベ
ン
と
会
い
、
ナ
イ
フ
で
刺
殺
。
死
体
を
ベ
ン
の
車
に
乗
せ
、
ガ
ソ
リ
ン
を

撒
き
、
火
を
付
け
る
。
全
裸
に
な
っ
て
車
で
逃
走
す
る
ジ
ョ
ン
ス
。

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
劇
場
版
は
場
面
９
以
降
、
殆
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
版
は
村
上
の
世
界
を
壊
さ
な
い
、
存
在
と

不
在
の
曖
昧
さ
が
特
徴
で
あ
る
が
、
劇
場
版
は
原
作
を
超
え
る
挑
戦
─
ジ
ョ
ン

ス
の
精
神
が
崩
れ
て
ゆ
き
、
最
終
的
に
ベ
ン
を
刺
殺
す
る
緊
迫
の
展
開
─
の
方

向
性
が
強
い
。
以
下
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
が
こ
だ
わ
っ
た
「
拡
大
し
た
ミ
ス
テ

リ
ー
」
の
内
実
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

井
戸

井
戸

井
戸猫

猫
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六

二　

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
“Barn Burning

”
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
格
差
・
暴
力
・
怒
り
─

　

こ
れ
ま
で
「
納
屋
を
焼
く
」
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
“BarnBurning

”

の
間
接
的
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
「
春
樹
の
小

説
と
同
様
の
タ
イ
ト
ル
の
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の「
バ
ー
ン
・
バ
ー

ニ
ン
グ（BarnBurning
）」と
い
う
短
篇
小
説
を
、一
緒
に
今
回
の
映
画
に
持
っ

て
き
ま
し
た
」
と
、
直
接
的
な
影
響
を
語
っ
て
い
る
。

　

“BarnBurning

”
は
、
貧
富
の
差
に
対
す
る
憎
し
み
を
放
火
と
い
う
形
で

表
出
す
る
父
に
対
し
、
家
族
の
絆
か
正
義
感
か
に
悩
む
主
人
公
サ
ー
テ
ィ
の
物

語
で
あ
る
。
物
語
は
放
火
の
訴
訟
中
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
サ
ー
テ
ィ
は
父
へ

の
愛
と
正
義
感
の
狭
間
で
苦
悩
し
、証
言
台
で
父
親
に
有
利
な
発
言
が
で
き
ず
、

訴
訟
は
証
拠
不
十
分
で
却
下
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
家
は
土
地
を
追
わ
れ
、
何

十
回
目
か
の
引
っ
越
し
を
す
る
。
父
は
新
し
い
地
主
の
絨
毯
を
馬
糞
で
わ
ざ
と

汚
し
、
激
怒
し
た
地
主
は
父
に
絨
毯
の
洗
濯
を
命
じ
る
。
父
は
絨
毯
を
わ
ざ
と

駄
目
に
し
、
地
主
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
所
得
か
ら
一
〇
〇
ド
ル
支
払
え
と
命
じ

る
。
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
額
の
た
め
、
収
穫
期
に
父
は
地
主
の
納
屋
を
放
火
し

よ
う
と
す
る
。
サ
ー
テ
ィ
は
放
火
を
止
め
る
た
め
、
放
火
の
危
険
性
を
伝
え
、

銃
声
が
聞
こ
え
る
場
面
で
終
わ
る
（
父
の
死
を
暗
示
）。
息
子
と
父
の
愛
憎
、

格
差
と
暴
力
が
色
濃
く
描
か
れ
た
傑
作
で
あ
る
。

　

多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
へ
の
直

接
的
な
言
及
（
場
面
５
・
場
面
９
）
に
加
え
、
ジ
ョ
ン
ス
の
父
も
暴
力
沙
汰
で

（
15
）

（
16
）

裁
判
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ス
は
父
の
嘆
願
書
を
作
成
す
る
が
、
そ
う

い
っ
た
行
為
と
裏
腹
に
父
に
対
す
る
憎
し
み
（
場
面
７
）
に
気
づ
い
て
ゆ
く
展

開
も
“BarnBurning

”
の
影
響
が
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
格
差
と
暴
力
に
つ

い
て
は
国
・
時
代
を
超
え
た
現
代
韓
国
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
問
題
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
て
い
る
。

　

１　

韓
国
社
会
の
格
差
／
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー

　

韓
国
は
財
閥
が
支
配
す
る
強
固
な
格
差
社
会
で
あ
る
。超
学
歴
社
会
で
、入
っ

た
大
学
で
人
生
が
決
ま
る
た
め
、
激
烈
な
受
験
戦
争
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

就
職
も
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
中
小
企
業
は
大
企
業
の
五
割
の

賃
金
で
あ
る
（
日
本
は
約
八
割
）。
失
業
率
も
高
く
、
特
に
二
〇
代
の
失
業
率

は
日
本
の
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
影
響
か
、
自
殺
率
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
の
中
で
最
も
高
い
割
合
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
七
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

統
計
で
、人
口
十
万
人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
で
世
界
一
に
な
っ
た
。
若
者
は「
ヘ

ル
朝
鮮
」
と
自
ら
の
国
を
揶
揄
し
、
恋
愛
・
結
婚
・
出
産
・
人
間
関
係
・
マ
イ

ホ
ー
ム
・
夢
・
就
職
を
諦
め
た
「
七
放
世
代
（칠

チ
ル
ポ
セ
デ

포
세
대

）」
と
い
う
言
葉
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
経
済
格
差
は
、
若
者
の
失
業
率
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス（
場
面
４
）と
し
て
さ
り
げ
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ジ
ョ

ン
ス
、
ヘ
ミ
双
方
と
も
ア
ル
バ
イ
ト
暮
ら
し
で
、
経
済
的
に
先
行
き
が
見
え
な

い
若
者
を
体
現
し
て
い
る
。
対
し
て
、
ベ
ン
は
生
計
が
不
明
だ
が
豪
華
な
セ
レ

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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七

ブ
生
活
を
し
て
い
る
。
ベ
ン
の
セ
レ
ブ
生
活
と
ジ
ョ
ン
ス
の
貧
し
さ
と
の
対
比

は
何
度
も
行
わ
れ
（
車
・
住
居
・
料
理
）、
格
差
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
藤
城
氏
が
詳
細
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ベ
ン
と
自
ら
の
経
済
格
差
に
ジ
ョ
ン

ス
は
劣
等
感
を
感
じ
、
二
者
の
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
描
写
が
丁
寧
に
描
か

れ
て
い
る
。

　

稿
者
は
、
ジ
ョ
ン
ス
が
ベ
ン
を
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
に
比
し
、
そ
の
後
「
こ
の
国

は
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
だ
ら
け
だ
」（
ド0:46:39　

▼
劇0:56:05

）
と
吐
露
し
た
場

面
に
注
目
し
た
い
。
周
知
の
通
り
、
村
上
文
学
と
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
は
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
村
上
文
学
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
た
だ
、
村
上

文
学
に
お
け
る
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
と
は
、
運
命
の
女
で
あ
る
デ
イ
ジ
ー
に
振
り
向

い
て
も
ら
う
た
め
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
地
位
を
築
い
た
が
、
彼
女
の
殺
人
を
肩

代
わ
り
し
、
殺
さ
れ
て
し
ま
う
男
の
哀
し
さ
を
象
徴
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
韓
国
社
会
の
揶
揄
と
し
て
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、

何
で
生
計
を
立
て
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
「
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
だ
ら
け
」
と
は
、
正

規
の
ル
ー
ト
で
は
裕
福
に
な
れ
な
い
社
会
の
暗
喩
で
あ
る
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」

は
ベ
ン
と
い
う
存
在
を
通
し
、格
差
を
見
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
ジ
ョ
ン
ス
が
、

そ
の
不
条
理
さ
を
自
覚
す
る
物
語
で
も
あ
る
。

　

ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
に
顕
著
だ
が
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
村
上
や
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

を
積
極
的
に
入
れ
込
み
世
界
観
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
う
い
っ
た
材
料
を
現
代

韓
国
の
リ
ア
ル
な
問
題
と
し
て
描
き
直
し
て
い
る
所
に
特
徴
が
あ
る
“Barn

Burning

”
で
描
か
れ
た
格
差
は
、
現
代
韓
国
に
お
け
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
苦

し
み
で
も
あ
る
。
ま
た
、
物
語
の
一
登
場
人
物
で
あ
る
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
を
ベ
ン

（
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と
し
て
実
体
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
一
人
だ
け
で
は
な
い
と
語
ら
せ
、

韓
国
社
会
へ
の
批
判
を
行
う
。
時
代
や
国
が
異
な
っ
た
格
差
と
不
条
理
が
リ
ア

ル
な
問
題
と
し
て
生
々
し
く
表
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、「
世
界
文
学
」

─
起
点
文
化
と
受
入
文
化
が
二
つ
の
焦
点
を
持
つ
こ
と
で
楕
円
に
な
り
、
双
方

含
む
こ
と
で
よ
り
豊
か
な
世
界
を
築
き
上
げ
る
─
の
好
例
と
言
え
よ
う
。

　

２　

燃
え
る
火
─
内
的
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
怒
り
の
発
現
へ
─

　

ベ
ン
と
出
会
う
前
の
ジ
ョ
ン
ス
は
、
田
舎
出
身
で
垢
抜
け
ず
、
父
親
の
暴
力

沙
汰
の
尻
ぬ
ぐ
い
を
す
る
素
朴
な
青
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
作
と
は
大
き
く
異

な
っ
た
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
物
像
で
あ
る
。
拘
留
で
牛
の
世

話
が
で
き
な
く
な
っ
た
父
の
代
わ
り
に
か
い
が
い
し
く
牛
の
世
話
を
し
た
り
、

仲
が
良
か
っ
た
幼
い
頃
の
自
分
と
父
の
写
真
を
見
る
ジ
ョ
ン
ス
の
表
情
に
は
父

へ
の
愛
情
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
家
で
発
見
す
る
父
の
ナ
イ
フ
セ
ッ
ト
は

父
の
暴
力
性
を
印
象
づ
け
て
お
り
、
前
半
は
暴
力
性
が
希
薄
な
ジ
ョ
ン
ス
の
描

写
が
続
く
。
し
か
し
、
ベ
ン
と
出
会
い
、
ジ
ョ
ン
ス
は
「
俺
は
父
を
憎
ん
で
い

ま
す
」
と
語
り
は
じ
め
る
（
場
面
７
）。
父
の
暴
力
に
よ
っ
て
母
が
出
て
行
き
、

一
家
離
散
に
な
っ
た
こ
と
。
母
が
出
て
い
っ
た
際
に
、
父
か
ら
母
の
服
を
燃
や

せ
と
強
制
さ
れ
た
こ
と
。
今
で
も
服
が
燃
え
る
夢
を
見
続
け
て
い
る
こ
と
。

“BarnBurning

”
の
火
は
父
の
暴
力
性
（
怒
り
）
の
表
象
で
あ
る
が
、「
バ
ー

ニ
ン
グ
」
で
は
ジ
ョ
ン
ス
の
、
衝
動
的
な
暴
力
で
家
族
を
解
体
し
た
父
、
自
分

た
ち
を
捨
て
た
母
に
対
す
る
愛
憎
を
表
し
て
い
る
。
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八

　

ベ
ン
と
出
会
う
ま
で
は
内
な
る
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
留
ま
っ
て
い
た
こ
の
火

が
、
ベ
ン
の
「
ハ
ウ
ス
を
燃
や
す
」
趣
味
が
あ
る
と
い
う
告
白
で
化
学
反
応
を

起
こ
す
。
ベ
ン
が
屈
託
な
く
放
火
を
「
趣
味
」（
生
き
て
い
る
実
感
を
感
じ
る

行
為
）
と
言
い
切
り
、
ま
た
行
動
を
起
こ
す
と
語
っ
た
こ
と
で
、
ジ
ョ
ン
ス
の

内
な
る
炎
は
具
体
的
な
怒
り
の
発
現
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
ジ
ョ
ン
ス
は
ヘ
ミ

が
失
踪
し
て
か
ら
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
ゆ
く
。
ベ
ン
へ
の
執
拗
な
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
や
夢
と
現
実
の
区
別
が
付
か
な
い
夢
、
ベ
ン
の
燃
や
す
と
い
う

行
為
が
ジ
ョ
ン
ス
の
欲
望
に
変
貌
す
る（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
自
ら
火
を
付
け
、

慌
て
て
消
す
）
姿
が
そ
れ
で
あ
る
。
最
後
は
ベ
ン
を
殺
し
、
車
ご
と
燃
や
す
結

末
と
し
て
、
火
は
激
し
い
怒
り
の
象
徴
と
し
て
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
、
こ
の
映
画
で
若
者
の
怒
り
を
表
現
し
た
か
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。（「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
小
説
で
は
、
こ
の
世
の
苦
し

み
に
怒
っ
た
父
親
が
、そ
の
怒
り
で
人
の
納
屋
を
燃
や
す
話
が
出
て
き
ま
す
が
、

そ
の
父
親
の
怒
り
が
息
子
の
怒
り
に
移
っ
て
い
く
の
が
、
こ
の
時
代
の
若
者
た

ち
の
物
語
に
も
っ
と
近
い
と
思
い
ま
し
た
」）
稿
者
は
ジ
ョ
ン
ス
の
怒
り
は
父

の
怒
り
が
そ
の
ま
ま
息
子
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
と
捉
え
る
。
怒
り
は
父
へ
の

憎
悪
か
ら
発
し
、
ベ
ン
に
よ
っ
て
実
体
化
し
、
凶
暴
化
し
て
ゆ
く
が
、
そ
こ
に

は
社
会
の
不
条
理
、
父
・
母
・
ベ
ン
・
ヘ
ミ
に
対
す
る
思
い
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
。
母
の
思
い
出
が
燃
え
る
服
の
夢
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
で
語
ら
れ
る

点
、
裸
で
踊
る
ヘ
ミ
を
娼
婦
の
よ
う
だ
と
非
難
す
る
点
、
父
へ
の
直
接
的
な
憎

し
み
の
発
現
、
ベ
ン
を
何
度
も
刺
し
、
そ
の
後
激
し
い
息
づ
か
い
を
続
け
な
が

ら
車
・
死
体
・
自
ら
の
服
な
ど
全
て
を
燃
や
す
過
激
さ
。
父
は
近
隣
住
民
や
警

（
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察
に
対
し
て
暴
力
を
行
っ
て
い
た
が
、殺
人
ま
で
は
犯
さ
な
い
。父
よ
り
も
ジ
ョ

ン
ス
の
暴
力
性
は
増
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
様
々
な
思
い
が
複
合
化
す
る
こ
と

で
増
幅
し
た
怒
り
の
表
象
と
言
え
よ
う
。

　

イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

　
　



世
界
的
に
多
く
の
人
々
が
心
に
怒
り
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
理
由
で
で
す
ね
。
宗
教
と
国
籍
と
階
級
に
関
わ
り
な
く
、
皆
が
怒
っ

て
い
る
時
代
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
心
の
中
に
表

現
で
き
な
い
怒
り
を
持
ち
な
が
ら
、
現
実
に
は
無
力
な
姿
を
見
せ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
問
題
は
、
こ
の
怒
り
が
…
何
か
に
対
し
て
公
正
で
あ
る

と
は
思
え
ず
怒
り
を
覚
え
る
の
に
、
そ
の
怒
り
の
原
因
が
わ
か
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
で
し
ょ
う
。
今
の
時
代
の
問
題
で
も
、
今
の
世
界
の

問
題
で
も
、
正
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
で
す
。
昔
に
は
何
故
か
、
怒
り
の
対

象
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
理
由
も
は
っ
き
り
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
は
、
世
の
中
は
だ
ん
だ
ん
美
し
く
洗
練
さ
れ
て
、
便
利
に
な
っ
て

い
く
よ
う
で
す
が
、
私
は
未
来
も
な
い
そ
の
よ
う
な
感
情
の
ま
ま
に
あ
る

の
が
今
の
時
代
の
若
者
た
ち
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
若
者
た

ち
に
は
こ
の
世
界
全
体
が
一
つ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
見
え
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
は
二
〇
一
七
年
で
あ
り
、世
界
中
で
国
・

民
族
・
宗
教
間
の
対
立
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
が
「
皆
が

（
22
）
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怒
っ
て
い
る
時
代
」
と
は
そ
う
い
っ
た
世
界
情
勢
を
意
識
し
て
の
発
言
で
あ
ろ

う
。「
若
い
人
た
ち
が
心
の
中
に
表
現
で
き
な
い
怒
り
を
持
ち
な
が
ら
、
現
実

に
は
無
力
な
姿
を
見
せ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
半
で
描
か
れ
た
ジ
ョ

ン
ス
の
人
物
像
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ス
は
小
説
家
を
目
指
し
つ
つ
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
小
説
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
毎
日
を
無
為

に
過
ご
し
て
い
た
。
ヘ
ミ
と
再
会
し
、
関
係
を
持
つ
こ
と
で
前
向
き
に
な
り
か

け
る
が
、ヘ
ミ
の
恋
人
と
し
て
ベ
ン
が
現
れ
、彼
と
の
格
差
に
劣
等
感
を
持
つ
。

ベ
ン
の
セ
レ
ブ
ぶ
り
に
す
り
寄
っ
て
ゆ
く
ヘ
ミ
に
対
し
て
も
、
怒
り
を
覚
え

る
。
ヘ
ミ
と
ベ
ン
と
い
う
存
在
を
通
し
て
、
無
力
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
ス
が
怒
り
を

具
体
化
し
、
最
後
爆
発
さ
せ
て
ゆ
く
過
程
が
丁
寧
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
ベ
ン
を
刺
殺
す
る
前
に
、
ジ
ョ
ン
ス
が
ヘ
ミ
の
部
屋
の
中
で
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
執
筆
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
何
も
書
け
な

か
っ
た
ジ
ョ
ン
ス
の
作
家
と
し
て
の
覚
醒
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
、
ジ
ョ
ン
ス
の
殺
人
は
事
実
で
は
な
く
、
彼
の
小
説
家
と
し
て
の
想
像
と
い

う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
お
わ
り
に
」
で
再
考
し
た
い
。

　

殺
人
が
事
実
で
あ
れ
、
想
像
の
中
の
も
の
で
あ
れ
、
ジ
ョ
ン
ス
の
激
し
い
怒

り
（
持
た
ざ
る
も
の
の
悲
し
み
）
を
結
末
に
し
た
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
、「
納

屋
を
焼
く
」
と
は
異
な
る
物
語
を
描
き
出
し
た
と
言
え
る
。
ド
ラ
マ
版
で
は
村

上
ら
し
さ
が
残
る
曖
昧
な
結
末
で
あ
っ
た
が
、
劇
場
版
は
ジ
ョ
ン
ス
の
激
し
い

怒
り
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
怒
り
を
暴
力
と
い
う
形
で
し
か
表

現
で
き
な
か
っ
た
ジ
ョ
ン
ス
の
悲
し
さ
（
ジ
ョ
ン
ス
の
そ
の
後
に
明
る
い
未
来

が
待
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
結
末
）
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
劇
場

版
は
一
つ
の
魅
力
あ
る
豊
か
な
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。

三　

ヘ
ミ
の
人
物
像
─
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
／
パ
ジ
ュ
・
北
朝
鮮
─

　

村
上
文
学
は
女
性
像
の
希
薄
さ
（
男
性
の
都
合
の
良
い
女
性
像
）
が
批
判
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
ヘ
ミ
の
造
形
は
、
こ
の
世
界
か
ら
消
滅
し
た
い

と
い
う
絶
望
を
色
濃
く
表
現
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
の
今
ひ
と

つ
の
重
要
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

「
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
に
住
ん
で
い
る
サ
ン
と
い
う
民
族
、
そ
の
サ
ン
族
に
は

二
種
類
の
“
飢
え
た
人
”
が
い
る
ん
だ
っ
て
。
飢
え
た
人
は
英
語
だ
と
ハ

ン
ガ
ー
で
し
ょ
う
。
リ
ト
ル
ハ
ン
ガ
ー
と
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
。
リ
ト
ル

ハ
ン
ガ
ー
は
た
だ
お
腹
が
す
い
て
る
人
で
、
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
は
生
き

る
意
味
に
飢
え
て
い
る
人
の
こ
と
。
私
た
ち
は
何
で
生
き
る
の
か
。
人
生

に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
う
い
う
の
を
知
ろ
う
と
す
る
人
。
つ
ま

り
本
当
に
飢
え
る
っ
て
こ
と
だ
か
ら
、
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
っ
て
言
う
ん

だ
っ
て
。」

　
　

「
じ
ゃ
あ
ヘ
ミ
は
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
に
会
い
た
く
て
ア
フ
リ
カ
に
行
く

の
か
」

　
　

「
素
敵
で
し
ょ
う
。
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
」（
ド0:07:08

～0:08:25

、
▼

劇0:08:08

～0:08:57

）
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「
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
に
行
く
途
中
に
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ツ
ア
ー
っ
て
コ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
砂
漠
に
沈
む
夕
日
を
見
に
行
く
ツ
ア
ー
。
参
加
し
て
み
た
ら
駐

車
場
み
た
い
な
所
だ
っ
た
。
何
も
な
く
て
観
光
客
が
捨
て
た
ゴ
ミ
が
山
積

み
に
な
っ
て
る
。
他
の
人
は
誰
か
と
来
て
た
の
に
、
私
だ
け
一
人
。
あ
の

時
、
私
は
一
人
な
ん
だ
っ
て
強
く
感
じ
て
、
た
っ
た
一
人
で
こ
こ
ま
で
何

し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
そ
の
瞬
間
日
が
沈
み
始
め
た
。
砂
漠
の
果
て

し
な
い
砂
の
地
平
線
に
日
が
沈
ん
だ
。
は
じ
め
は
オ
レ
ン
ジ
色
だ
っ
た
。

次
は
血
み
た
い
な
赤
い
色
に
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
紫
色
と
紺
色
に
な
っ

た
。
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
夕
日
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
た
ら
急
に

涙
が
あ
ふ
れ
出
て
、“
世
界
の
果
て
に
来
た
ん
だ
”っ
て
。そ
ん
な
風
に
思
っ

た
ら
、
私
も
夕
日
み
た
い
に
消
え
た
く
な
っ
た
。」（
ド0:31:48

～0:33:17

　

▼
劇0:38:54

～0:40:20

）

　

こ
の
二
場
面
は
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
ヘ
ミ
の
内
奥
が
吐

露
さ
れ
た
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、GreatH

unger
と
サ
ン
族（
俗

称　

ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
）
に
関
す
る
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

GreatH
unger

の
辞
書
的
な
字
義
は
「
大
飢
饉
」
で
あ
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
お
け
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
（
一
八
四
五
～
四
九
年
に
お
け
る
じ
ゃ
が
い
も

の
疫
病
に
発
す
る
大
飢
饉
・
百
万
人
以
上
の
餓
死
者
）
を
指
す
場
合
が
多
く
、

「
生
き
る
意
味
に
飢
え
て
い
る
人
」
と
い
う
意
味
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
次
の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉
は
、
こ
の
意
味
に

近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）

　
　

Beingunw
anted,unloved,uncaredfor,forgottenbyevery,I

thinkthatisam
uchgreaterhunger,am

uchgreaterpoverty

thanthepersonw
hohasnothingtoeat.

　
　

（
稿
者
訳　

必
要
と
さ
れ
な
い
、
愛
さ
れ
な
い
、
大
切
に
さ
れ
な
い
、
誰

か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
最
悪
の
飢
え
で
あ
り
食
べ
物
を
得
ら

れ
な
い
人
間
よ
り
も
ひ
ど
い
貧
困
で
す
。）

　

ヘ
ミ
は
友
達
が
お
ら
ず
、
家
族
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
ス
の
み

が
心
を
許
せ
る
相
手
と
語
ら
れ
て
は
い
る
が
、
ジ
ョ
ン
ス
と
も
そ
れ
ほ
ど
親
密

な
付
き
合
い
で
は
な
か
っ
た
。
ヘ
ミ
は
、「
必
要
と
さ
れ
な
い
、
愛
さ
れ
な
い
、

大
切
に
さ
れ
な
い
、
誰
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」
姿
そ
の
も
の
で
、
そ
の
飢

え
に
対
す
る
渇
き
を
ア
フ
リ
カ
に
求
め
た
。
ヘ
ミ
が
砂
漠
で
見
た
夕
日
は
、
世

界
の
果
て
を
感
じ
さ
せ
、
こ
の
ま
ま
消
え
て
な
く
な
り
た
い
と
い
う
消
滅
願
望

を
抱
か
せ
る
。

　

存
在
の
空
虚
さ
を
抱
え
、
人
生
に
飢
え
て
い
る
「
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
」
た

ち
。
愛
さ
れ
な
い
孤
独
を
抱
え
る
ヘ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
を
持
っ
て
い
る

ベ
ン
と
の
格
差
に
嫉
妬
し
、
自
ら
の
怒
り
を
自
覚
し
て
ゆ
く
ジ
ョ
ン
ス
、
裕
福

な
生
活
に
退
屈
さ
を
感
じ
、
ハ
ウ
ス
を
焼
き
続
け
て
い
る
ベ
ン
も
「
グ
レ
ー
ト

ハ
ン
ガ
ー
」
で
あ
る
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
三
人
の
「
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
」

た
ち
が
出
会
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
悲
劇
で
も
あ
る
。

＊

　

藤
城
氏
は
、ヘ
ミ
を
め
ぐ
る
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
、「
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
」・
猫
・
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十
一

ヘ
ミ
の
消
失
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
に
「
不
可
視
性
（invisibility

）」
と
い
う
特

徴
を
捉
え
た
。
そ
の
上
で
、
北
朝
鮮
も
不
可
視
の
他
者
（
目
に
見
え
な
い
敵
国

家
）
と
し
て
同
様
に
描
か
れ
て
お
り
、
二
国
間
の
緊
張
関
係
を
連
想
さ
せ
る
意

図
が
あ
る
と
い
う
非
常
に
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

　

イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
は
パ
ジ
ュ
と
北
朝
鮮
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

「
パ
ジ
ュ
は
ソ
ウ
ル
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
の
場
所
で
す
。
昔
は
伝
統
的

な
農
村
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
農
村
の
共
同
体
が
解
体
さ
れ
、
倉
庫
や

工
場
や
外
国
人
労
働
者
が
目
に
付
く
場
所
に
変
化
し
、
農
村
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
空
間
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
休

戦
ラ
イ
ン
の
川
向
こ
う
の
方
に
は
、北
朝
鮮
が
見
え
、対
南
放
送
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
。
南
北
関
係
が
今
は
良
好
に
な
っ
て

い
る
の
で
最
近
は
静
か
で
す
が
、
撮
影
中
は
ず
っ
と
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
韓
国
社
会
の
日
常
を
象
徴
す
る
よ
う
な
場
所
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
表
向
き
に
、
南
北
の
緊
張
状
態
は
目
に
は
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
の
場
所
に
行
く
と
、
そ
れ
が
日
常
に
な
っ
て
、
見
え
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
韓
国
の
現
実
を
見
せ
ら
れ
る
場

所
だ
と
思
う
の
で
す
」

　

北
朝
鮮
と
軍
事
境
界
線
を
隔
て
て
接
す
る
パ
ジ
ュ
は
農
村
で
あ
っ
た
が
、

一
九
九
九
年
に
市
に
昇
格
し
た
こ
と
で
、
ソ
ウ
ル
か
ら
一
時
間
強
と
い
う
地
理

的
条
件
を
生
か
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
や
観
光
（
芸
術
村
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
）

（
24
）

（
25
）

に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
国
境
と
い
う
こ
と
で
、
内
田
氏
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
村
上
文
学
に
お
け
る
「
あ
ち
ら
側
」
と
「
こ
ち
ら
側
」
を
想

起
さ
せ
る
舞
台
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
が
「
南
北
の
緊
張
状

態
は
目
に
は
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
場
所
に
行
く
と
、
そ
れ
が

日
常
に
な
っ
て
、見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、パ
ジ
ュ

は
、
朝
鮮
戦
争
と
い
う
同
一
民
族
の
殺
戮
の
歴
史
、
お
よ
び
農
村
の
共
同
体
の

解
体
と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
、
村
上
文
学
よ
り
も
歴
史
性
を
強
く
意
識
さ
せ

て
い
る
。
村
上
文
学
の「
あ
ち
ら
側
」は
死
の
世
界
や
異
世
界
が
多
い
が
、「
バ
ー

ニ
ン
グ
」
の
「
あ
ち
ら
側
」
で
あ
る
北
朝
鮮
は
現
実
の
国
家
で
あ
る
。
冷
戦
は

終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
緊
張
状
態
は
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
確
か
に
存
在
す

る
。
藤
城
氏
が
述
べ
る
二
国
間
の
緊
張
関
係
の
暗
喩
は
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
が

目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
説
得
力
の
あ
る
解
釈
と
言
え
る
。

　

稿
者
は
、
三
人
が
パ
ジ
ュ
と
い
う
場
で
会
っ
た
こ
と
が
物
語
を
暴
力
性
に
導

い
た
と
い
う
解
釈
を
述
べ
て
み
た
い
。
物
語
中
盤
ま
で
、
三
人
は
ソ
ウ
ル
で
何

度
か
会
っ
て
い
た
が
緊
迫
し
た
関
係
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
パ
ジ
ュ
の
ジ
ョ
ン

ス
の
実
家
に
二
人
は
や
っ
て
く
る
が
、
車
か
ら
降
り
て
す
ぐ
北
朝
鮮
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
放
送
が
流
れ
る
シ
ー
ン
と
な
り
、
こ
の
場
が
冷
戦
が
続
く
緊
張
状
態
で

あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
麻
を
吸
っ
た
ヘ
ミ
が
夕
日
を
見

な
が
ら
半
裸
で
踊
り
、
ア
フ
リ
カ
で
感
じ
た
消
滅
願
望
を
再
認
識
し
、
涙
を
流

す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
ス
は
父
へ
の
憎
し
み
を
語
り
、
ベ
ン
は
ハ
ウ
ス
を
焼
く
告

白
を
す
る
。
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
心
の
内
奥
に
あ
っ
た
感
情
を
顕
在
化
し
た
。
ソ

ウ
ル
で
は
な
く
パ
ジ
ュ
と
い
う
二
国
間
の
緊
張
状
態
が
感
じ
ら
れ
る
場
で
心
の

（
26
）
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十
二

内
奥
を
吐
露
し
た
こ
と
が
、
物
語
を
暴
力
性
に
導
い
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
場
の
持
つ
力
（
二
国
間
の
殺
戮
の
歴
史
と
現
在
も
続
く

緊
張
関
係
）
が
、
ジ
ョ
ン
ス
の
内
奥
を
揺
さ
ぶ
り
、
そ
れ
を
暴
力
と
し
て
発
現

さ
せ
て
し
ま
う
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
最
後
、
ジ
ョ
ン
ス
は
緊
張
関
係
の
解

消
と
し
て
暴
力
を
行
使
し
、
相
手
を
消
滅
さ
せ
、
そ
の
後
全
裸
の
ま
ま
車
で
逃

走
す
る
。
こ
の
結
末
は
、
相
手
を
暴
力
的
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、

そ
の
後
何
も
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
絶
望
と
悲
劇
性
が
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
稿
者
は
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
の
結
末
に
は
、
暴
力
を
行
使
す
る
悲
し
さ
・

空
し
さ
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

四　

二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」

　
　
　
　
　
　

─
『개

ゲ
ト
ン
ボ
レ

똥
벌
레

』
版
と
『반

バ
ン
デ
ィ
ッ
プ
リ

딧
불
이

』
版
─

　

最
後
に
、「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
が
細
か
い
表
現
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
詳
細
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
と
の
比
較
か
ら
述
べ
て

み
た
い
。
拙
稿
で
述
べ
た
が
、
二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
は
主
題
と
関
わ
る
相

違
点
が
三
点
あ
る
（
Ａ
「
同
時
存
在
」
の
場
面
の
変
化
、
Ｂ
彼
女
が
僕
に
と
っ

て
重
要
な
存
在
と
な
る
（
全
作
品
版
）、
Ｃ
最
後
の
会
話
で
彼
が
僕
に
嫉
妬
し

た
こ
と
を
伝
え
る
（
全
作
品
版
））。
韓
国
に
お
け
る
「
納
屋
を
焼
く
」
の
出
版

状
況
で
あ
る
が
、
単
行
本
版
・
全
作
品
版
に
基
づ
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ

出
版
さ
れ
て
い
る
。単
行
本
版
を
底
本
と
し
た『개

ゲ
ト
ン
ボ
レ

똥
벌
레

』（
訳
者
：
ク
ォ
ン
・

ナ
ム
ヒ
、
出
版
社
‥
チ
ャ
ン
ヘ
、
出
版
年
‥
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
〈
洋

（
27
）

（
28
）

装
本
〉、
二
〇
〇
八
年
〈
文
庫
本
〉）
は
、「
蛍
」
の
韓
国
語
を
表
す
。
収
録
作

は
「
螢
」、「
納
屋
を
焼
く
」、「
踊
る
小
人
」、「
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
」、「
三

つ
の
ド
イ
ツ
幻
想
」
で
あ
り
、
単
行
本
版
を
踏
襲
し
て
い
る
。
全
作
品
版
を
底

本
と
し
た
『반

バ
ン
デ
ィ
ッ
ブ
リ

딧
불
이

』（
訳
者
：
ク
ォ
ン
・
ナ
ム
ヒ
、
出
版
社
‥문

ム
ン
ハ
ク
ド
ン
ネ

학
동
네

、

出
版
年
‥
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
四
年
）
も
「
蛍
」
の
韓
国
語
で
あ
り
、
収
録

作
は
先
の
五
作
に
加
え
て
全
作
品
版
所
収
「
雨
の
日
の
女
♯
241
・
＃
242
」
が
加

わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
『반

バ
ン
デ
ィ
ッ
ブ
リ

딧
불
이

』
の
み
が
購
入
可
能
で
あ
る
。
稿
者
の
試

読
で
は
あ
る
が
、原
作
に
ほ
ぼ
忠
実
な
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」

で
は
、Ａ
→
単
行
本
版
（『개

ゲ
ト
ン
ボ
レ

똥
벌
레

』）、Ｂ
・
Ｃ
→
全
作
品
版
（『반

バ
ン
デ
ィ
ッ
ブ
リ

딧
불
이

』）

が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ａ
場
面
７
に
つ
い
て
、
こ
の
場
面
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
長

く
な
る
が
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。（
引
用
は
日
本
語
版
に
拠
る
が
、
参
照
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
ハ
ン
グ
ル
版
を
注
に
記
す
）

　
　

「
僕
は
判
断
な
ん
か
し
ま
せ
ん
。
観
察
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
雨
と
同
じ

で
す
よ
。
雨
が
降
る
。
川
が
あ
ふ
れ
る
。
何
か
が
押
し
流
さ
れ
る
。
雨
が

何
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
か
？
い
い
で
す
か
、
僕
は
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
い

う
も
の
を
信
じ
て
い
ま
す
。
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
な
し
に
人
間
は
存
在
で
き
ま

せ
ん
。
僕
は
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
同
時
存
在
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
」

　
　
「
同
時
存
在
？
」

　
　

「
つ
ま
り
僕
が
こ
こ
に
い
て
、
僕
が
あ
そ
こ
に
い
る
。
僕
は
東
京
に
い
て
、
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十
三

僕
は
同
時
に
チ
ュ
ニ
ス
に
い
る
。
責
め
る
の
が
僕
で
あ
り
、
ゆ
る
す
の
が

僕
で
す
。
そ
れ
以
外
に
何
が
あ
り
ま
す
か
？
」（
単
行
本
版　

六
一
頁
）

　
　

↓

　
　

「
僕
は
判
断
な
ん
か
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
焼
か
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
ん

0

0

0

0

0

0

で
す
0

0

。（
傍
点
原
文
に
あ
り
。
以
下
同
様
）
僕
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
だ

け
で
す
。
わ
か
り
ま
す
か
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
受
け
入
れ
る
だ
け
な
ん

で
す
。
雨
と
同
じ
で
す
よ
。
雨
が
降
る
。
川
が
あ
ふ
れ
る
。
何
か
が
押
し

流
さ
れ
る
。
雨
が
何
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
か
？　

い
い
で
す
か
、
僕
は

何
も
ア
ン
モ
ラ
ル
な
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

は
僕
な
り
に
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
を
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人

間
存
在
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
力
で
す
。
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
な
し
に
人
間

は
存
在
で
き
ま
せ
ん
。
僕
は
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
い
う
な
れ
ば
同

時
存
在
の
か
ね
あ
い
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
」

　
　
「
同
時
存
在
？
」

　
　

「
つ
ま
り
僕
が
こ
こ
に
い
て
、
僕
が
あ
そ
こ
に
い
る
。
僕
は
東
京
に
い
て
、

僕
は
同
時
に
チ
ュ
ニ
ス
に
い
る
。
責
め
る
の
が
僕
で
あ
り
、
ゆ
る
す
の
が

僕
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
か
ね
あ
い

0

0

0

0

が
あ

る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
か
ね
あ
い

0

0

0

0

な
し
に
、
僕
ら
は
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
い
わ
ば
止
め
が
ね
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
れ
が
な
い
こ
と
に
は
僕
ら
は
ほ
ど
け
て
文
字
ど
お
り
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
僕
ら
の
同
時
存
在
が
可
能

に
な
る
ん
で
す
」

（
29
）

　
　

「
つ
ま
り
君
が
納
屋
を
焼
く
の
は
、
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
に
か
な
っ
た
行
為
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
な
？
」

　
　

「
正
確
に
は
そ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
は
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
維
持

す
る
た
め
の
行
為
な
ん
で
す
。
で
も
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
こ
と
は
忘
れ
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
こ
で
は
本
質
的
な
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
僕
が
言
い
た
い
の
は
、
世
界
に
は
そ
う
い
う
納
屋
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
に
は
僕
の
納
屋
が
あ
り
、
あ
な
た
に
は
あ
な
た
の

納
屋
が
あ
る
。
本
当
で
す
。
僕
は
世
界
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
行

き
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
し
ま
し
た
。
何
度
も
死
に
か
け
ま
し
た
。

自
慢
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
も
う
や
め
ま
し
ょ
う
。
僕

は
ふ
だ
ん
無
口
な
ぶ
ん
、
グ
ラ
ス
を
や
る
と
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
ん
で
す
」

（
全
作
品
版　

二
四
九
～
二
五
〇
頁
）

　

単
行
本
版
で
は
「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
は
「
同
時
存
在
」
で
あ
る
と
概
念
化
さ

れ
、
一
人
の
人
間
の
善
悪
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
全
作
品
版

で
は
、「
同
時
存
在
の
か
ね
あ
い

0

0

0

0

」
と
な
り
、「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た

め
の
行
為
」
と
変
化
し
て
い
る
。「
か
ね
あ
い
」
は
「
止
め
が
ね
」
と
も
言
い

換
え
ら
れ
、「
そ
れ
ら
が
な
い
こ
と
に
は
僕
ら
は
ほ
ど
け
て
文
字
ど
お
り
ば
ら

ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
存
在
を
つ
な
ぎ
止
め
て
い
る

機
能
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、「
で
も
モ
ラ
リ

テ
ィ
ー
の
こ
と
は
忘
れ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
こ
で
は
本
質
的

な
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」
と
「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
て

（
30
）
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十
四

い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
行
本
版
で
は
同
時
存
在
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う

い
っ
た
概
念
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

単
行
本
版
で
は
、
雨
の
話
が
突
然
「
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
概
念
で
説
明

さ
れ
る
が
、結
局
「
納
屋
」
を
焼
く
行
為
を
十
全
に
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
こ
が
曖
昧
さ
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
全
作
品
版
で
は
、「
納
屋
」が「
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
辺リ

ン
ポ土

」
と
同
様
の
人
間
が
持
つ
無
意
識
の
領
域

を
表
し
て
い
る
。
自
分
自
身
の
存
在
を
支
え
る
か
ね
あ
い
で
あ
る
「
モ
ラ
リ

テ
ィ
ー
」
は
、「
納
屋
」
を
焼
く
―
無
意
識
の
領
域
に
あ
る
も
の
を
消
去
す
る

―
こ
と
で
維
持
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
を
維
持
す
る
た
め
に
、
無
意

識
の
領
域
に
あ
る
闇
の
部
分
を
消
去
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
説
明
は
語
り
す
ぎ
で
あ
り
、単
行
本
版
の
持
つ
曖
昧
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
、
納
屋
が
現
実
的
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
、
地
名
が

韓
国
に
変
更
さ
れ
る
が
、
台
詞
は
単
行
本
版
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　
　

「
僕
は
判
断
な
ん
か
し
な
い
。
受
け
入
れ
る
だ
け
で
す
。
あ
い
つ
ら
が
燃

や
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
る
か
ら
。雨
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
。雨
が
降
る
。

川
が
あ
ふ
れ
て
、
洪
水
が
起
き
て
、
人
間
が
流
さ
れ
て
い
く
。
雨
が
判
断

し
ま
す
か
？　

そ
こ
に
正
し
い
も
誤
り
も
な
い
。
自
然
の
理
が
あ
る
だ

け
。
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
と
同
時
存
在
と
一
緒
で
す
」

　
　
「
同
時
存
在
？
」

　
　

「
僕
は
こ
こ
に
も
い
る
し
、
あ
そ
こ
に
も
い
る
。
僕
は
パ
ジ
ュ
に
も
い
る

し
パ
ン
ポ
に
も
い
る
。
ソ
ウ
ル
に
も
い
る
し
、
ア
フ
リ
カ
に
も
い
る
。
そ

れ
で
す
。
そ
ん
な
バ
ラ
ン
ス
」（
▼
ド1:04:42

～1:05:56　

劇1:16:24

～

1:17:40

）

　

ベ
ン
は
全
作
品
版
の
よ
う
な
饒
舌
さ
は
な
い
。
全
て
を
手
に
入
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
裕
福
な
ベ
ン
が
、
趣
味
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
焼
く
と
告
白
す

る
。
こ
の
行
為
を
道
徳
（
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
）
と
「
同
時
存
在
」
と
い
う
言
葉
で

説
明
す
る
点
に
ベ
ン
の
倒
錯
し
た
性
格
が
強
烈
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特

に
、「
あ
い
つ
ら
が
燃
や
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
る
か
ら
」
と
い
う
台
詞
は
、
ベ

ン
が
快
楽
殺
人
犯
（
ハ
ウ
ス
を
燃
や
す
＝
女
を
殺
す
）
の
含
み
を
持
た
せ
て
い

る
。こ
こ
か
ら
物
語
は
ヘ
ミ
の
謎
の
失
踪
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
が
、ミ
ス
テ
リ
ー

を
深
め
る
た
め
に
、
ベ
ン
の
倒
錯
的
で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
性
格
付
け
が
必
要
で

あ
り
、
単
行
本
版
の
曖
昧
さ
が
相
応
し
い
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

対
し
て
、
Ｃ
場
面
９
は
全
作
品
版
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
　

「（
前
略
）友
だ
ち
も
い
ま
せ
ん
。
住
所
録
は
ぎ
っ
し
り
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど
、

あ
の
子
に
は
友
だ
ち
な
ん
て
い
な
い
ん
で
す
。
い
や
、
で
も
あ
な
た
の
こ

と
は
信
頼
し
て
ま
し
た
よ
。
お
世
辞
じ
ゃ
な
く
て
ね
」

　
　

　

彼
は
も
う
一
度
時
計
を
見
た
。「
も
う
行
き
ま
す
。
ど
こ
か
で
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
」

　
　
「
さ
よ
な
ら
」
と
僕
も
言
っ
た
。（
単
行
本
版　

七
一
頁
）

　
　

↓

　
　

「（
前
略
）友
だ
ち
ら
し
い
友
だ
ち
も
い
ま
せ
ん
。住
所
録
は
ぎ
っ
し
り
い
っ

（
31
）
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十
五

ぱ
い
だ
け
ど
、
そ
ん
な
も
の
は
た
だ
の
名
前
で
す
。
あ
の
子
に
は
頼
れ
る

友
だ
ち
な
ん
て
い
な
い
ん
で
す
。
い
や
、
で
も
あ
な
た
の
こ
と
は
信
頼
し

て
ま
し
た
よ
。
こ
れ
は
べ
つ
に
社
交
辞
令
な
ん
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
は
彼
女
に
と
っ
て
は
特
別
な
存
在
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
僕
だ
っ
て

ち
ょ
っ
と
嫉
妬
し
た
く
ら
い
で
す
。
本
当
で
す
よ
。
僕
は
こ
れ
ま
で
嫉
妬

な
ん
て
し
た
こ
と
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
い
人
間
な
ん
で
す
け
ど
ね
」
彼
は

軽
い
溜
め
息
を
つ
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
度
時
計
に
目
を
や
っ
た
。「
僕

は
も
う
行
き
ま
す
。
ど
こ
か
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

　
　

　

僕
は
肯
い
た
。
で
も
う
ま
く
こ
と
ば
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
そ

う
な
の
だ
。
こ
の
男
を
前
に
す
る
と
こ
と
ば
が
う
ま
く
出
て
こ
な
い
の

だ
。（
全
作
品
版　

二
五
七
～
二
五
八
頁
）

　

単
行
本
版
で
は
「
僕
」
と
「
彼
」
と
の
会
話
は
あ
っ
さ
り
終
わ
る
が
、
全
作

品
版
で
は
彼
が
「
僕
」
に
嫉
妬
す
る
人
物
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
バ
ー

ニ
ン
グ
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

「
僕
の
知
る
限
り
、
今
の
ヘ
ミ
は
一
銭
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家
族
と
も

連
絡
を
取
ら
な
い
し
、
友
達
も
い
ま
せ
ん
。
ヘ
ミ
は
あ
あ
見
え
て
寂
し
い

女
な
ん
で
す
」

　
　

「
そ
う
だ
。
ジ
ョ
ン
ス
さ
ん
、
知
っ
て
ま
し
た
か
？　

ヘ
ミ
は
君
を
特
別

に
思
っ
て
ま
し
た
。
僕
に
言
っ
た
ん
で
す
。“
こ
の
世
で
唯
一
信
じ
ら
れ

る
人
”
だ
っ
て
。“
い
つ
も
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
”
と
。
そ
れ
を
聞
い

（
32
）

た
時
、
な
ぜ
か
嫉
妬
心
が
芽
生
え
た
。
僕
は
こ
れ
ま
で
嫉
妬
な
ん
か
し
た

こ
と
な
い
の
に
」（
▼
ド1:26:24

～1:27:11　

劇1:41:38

～1:42:30

）

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
ヘ
ミ
が
ジ
ョ
ン
ス
に
対
し
特
別
な
思
い
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ミ
の
方
か
ら
ジ
ョ
ン
ス

に
声
を
か
け
た
こ
と
。
幼
い
頃
、
ジ
ョ
ン
ス
に
「
ブ
ス
」
と
言
わ
れ
て
傷
つ
い

た
こ
と
。
井
戸
に
落
ち
た
時
に
ジ
ョ
ン
ス
に
助
け
ら
れ
た
と
語
っ
た
こ
と
（
こ

の
井
戸
は
実
在
す
る
か
不
明
）
な
ど
、
ヘ
ミ
は
明
ら
か
に
ジ
ョ
ン
ス
に
対
し
、

一
夜
限
り
の
関
係
や
利
用
す
る
以
上
の
特
別
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
。
全
作
品

版
を
選
択
し
、
ジ
ョ
ン
ス
へ
の
ヘ
ミ
の
思
い
と
そ
れ
に
嫉
妬
す
る
ベ
ン
を
描
き

だ
す
こ
と
で
、
三
角
関
係
（
男
女
の
愛
憎
）
の
物
語
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ヘ

ミ
を
失
っ
た
ジ
ョ
ン
ス
は
加
速
度
的
に
壊
れ
て
ゆ
く
。
ヘ
ミ
の
思
い
を
知
る
こ

の
場
面
は
、
壊
れ
ゆ
く
ジ
ョ
ン
ス
の
暴
力
性
を
増
幅
さ
せ
る
ギ
ア
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

　
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
共
同
脚
本
と
な
っ
て
い
る
。
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
の
弟
子

オ
・
ジ
ョ
ン
ミ
が
企
画
を
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
に
持
ち
込
み
、
二
人
で
脚
本
を
作

り
上
げ
た
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
も
ち
ろ
ん
村
上
春
樹
さ
ん
の
原
作
で
す
が
、
映

画
化
す
る
上
で
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
部
分
は
彼
女
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
す
」、「
相
談
し
な
が
ら
、
ま
ず
彼
女
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
そ
れ
を
私
が

見
て
、
も
う
一
度
話
し
合
っ
て
、
書
き
直
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
彼
女
が
シ
ナ

リ
オ
を
作
り
上
げ
て
、最
終
的
に
で
き
た
も
の
を
更
に
私
が
ま
た
手
を
加
え
る
、

そ
う
い
っ
た
工
程
で
進
め
ま
し
た
」。
脚
本
の
基
本
ラ
イ
ン
は
オ
・
ジ
ョ
ン
ミ

（
33
）
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で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
オ
・
ジ
ョ
ン
ミ
が
二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
を
読
み
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
相
応
し
い
も
の
を
選
択
し
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
と
相

談
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、

二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
の
入
念
な
検
討
と
選
択
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
村
上
文
学
受
容
の
一
つ
の
優
れ
た
成
果
と
捉
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に　

─
解
釈
の
行
方
─

　

ド
ラ
マ
版
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
単
行
本
版
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
全
作
品

版
や
村
上
の
世
界
観
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
原
作
の
世
界
観
を
壊
さ
な
い
ド
ラ

マ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
基
本
構
図
に
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
“Barn

Burning

”
に
見
ら
れ
る
父
に
対
す
る
憎
悪
と
暴
力
、
貧
富
の
差
を
加
え
て
い

る
。
更
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
定
と
し
て
、
韓
国
の
格
差
社
会
に
絶
望
し
た
若
者

の
消
滅
願
望（
ヘ
ミ
）、お
よ
び
復
讐
願
望（
ジ
ョ
ン
ス
）を
描
き
だ
し
て
い
る
。

ま
た
、
村
上
文
学
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
女
性
像
の
希
薄
さ
も
、

ヘ
ミ
の
造
形
（
グ
レ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー
）
に
よ
っ
て
、
奥
行
き
が
増
し
て
い
る
。

原
作
（
日
本
）、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）
の
世
界
を
壊
す
こ
と
な
く
、

韓
国
社
会
の
問
題
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
父
へ
の
憎
悪
・
格
差
社
会
・
表
現
で

き
な
い
怒
り
・
消
滅
願
望
と
い
っ
た
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
問
題
を
鋭
く
描
き
出
し

た
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
優
れ
た
「
世
界
文
学
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
、
劇
場
版
は
原
作
を
超
え
る
挑
戦
の
面
が
強
く
、
ジ
ョ
ン
ス
の
激
し

い
怒
り
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
結
末
は
次
の

よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

Ⅰ
─
１　



ベ
ン
が
ヘ
ミ
を
殺
し
、
ジ
ョ
ン
ス
は
ヘ
ミ
の
復
讐
の
た
め
ベ
ン
を
刺

殺
。

Ⅰ
─
２　



ベ
ン
は
ヘ
ミ
を
殺
し
て
い
な
い
が
（
た
ん
な
る
失
踪
）、
ジ
ョ
ン
ス

は
ベ
ン
が
殺
し
た
と
思
い
込
み
、
ベ
ン
を
刺
殺
。

Ⅰ
─
３　



ヘ
ミ
は
自
殺
を
し
た
（
も
し
く
は
ベ
ン
の
手
を
借
り
て
自
ら
死
を
求

め
た
）
が
、
ジ
ョ
ン
ス
は
ベ
ン
が
殺
し
た
と
思
い
込
み
、
ベ
ン
を
刺

殺
。

Ⅰ
─
４　



人
生
を
倦
ん
で
い
た
ベ
ン
は
消
滅
願
望
が
あ
り
、
ヘ
ミ
を
失
踪
さ
せ

る
（
殺
す
）
こ
と
で
、
ジ
ョ
ン
ス
に
自
ら
を
殺
さ
せ
た
。

Ⅱ　
　
　



ベ
ン
の
刺
殺
シ
ー
ン
は
全
て
ジ
ョ
ン
ス
の
妄
想
（
直
前
に
パ
ソ
コ
ン

で
執
筆
す
る
姿
）。
小
説
家
と
し
て
の
想
像
。

Ⅲ
─
１　



ジ
ョ
ン
ス
と
ベ
ン
は
同
一
人
物
（
ベ
ン
は
ジ
ョ
ン
ス
の
影
）、
ジ
ョ

ン
ス
の
暴
力
性
を
体
現
す
る
の
が
ベ
ン
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
暴
力

性
を
排
除
す
る
物
語

Ⅲ
─
２　



ジ
ョ
ン
ス
と
ベ
ン
は
同
一
人
物
（
ベ
ン
は
ジ
ョ
ン
ス
の
影
）、
ジ
ョ

ン
ス
の
暴
力
性
を
体
現
す
る
の
が
ベ
ン
で
あ
り
、
ベ
ン
を
刺
殺
す
る

こ
と
で
自
ら
の
暴
力
性
を
自
覚
す
る
物
語
。

　

Ⅰ
は
殺
人
が
全
て
現
実
で
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
Ⅰ
─
１
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で

あ
る
が
、
ベ
ン
が
直
接
手
を
下
し
た
証
拠
は
な
い
の
で
、
２
の
解
釈
も
可
能
だ
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ろ
う
。
２
の
場
合
、
ベ
ン
に
対
す
る
憎
し
み
の
強
さ
と
精
神
錯
乱
の
度
合
い
が

強
調
さ
れ
る
。
３
は
、
元
々
消
滅
願
望
が
あ
っ
た
ヘ
ミ
が
自
殺
、
も
し
く
は
ベ

ン
の
手
を
借
り
て
自
ら
を
消
滅
さ
せ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ミ
か
ら
の
最

後
の
電
話
で
は
、
ヘ
ミ
は
無
言
の
ま
ま
、
ベ
ン
が
ヘ
ミ
を
制
し
、
急
ブ
レ
ー
キ

の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
て
切
れ
る
。
こ
れ
は
絶
望
し
た
ヘ
ミ
が
自
殺
し
た
か
の

よ
う
な
演
出
で
あ
る
が
、
確
証
は
持
た
せ
な
い
。
Ⅰ
─
４
は
、
ベ
ン
が
女
達
の

話
に
あ
く
び
を
す
る
シ
ー
ン
が
何
度
も
挿
入
さ
れ
る
こ
と
や
殺
害
シ
ー
ン
に
着

目
し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ス
は
何
度
も
ベ
ン
を
刺
す
が
、
二
人
は
抱
き
合

い
、
ベ
ン
は
あ
え
ぎ
声
の
よ
う
な
声
を
何
度
も
出
し
て
果
て
る
。
こ
の
シ
ー
ン

は
肉
体
関
係
の
暗
喩
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
人
生
に
倦
ん
で
お

り
、
死
を
求
め
て
い
た
ベ
ン
（「
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
」
の
五
反
田
君

を
想
起
）
の
欲
望
を
ジ
ョ
ン
ス
が
叶
え
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

Ⅱ
は
、
ジ
ョ
ン
ス
が
ヘ
ミ
の
部
屋
で
執
筆
し
て
い
る
シ
ー
ン
の
後
に
殺
害

シ
ー
ン
が
続
く
こ
と
か
ら
、
小
説
家
と
し
て
覚
醒
し
た
ジ
ョ
ン
ス
の
想
像
と
捉

え
た
も
の
で
あ
る
。
結
末
に
向
け
て
、
ジ
ョ
ン
ス
の
夢
と
現
実
が
交
互
に
挿
入

さ
れ
る
こ
と
で
、
現
実
と
非
現
実
の
境
界
は
非
常
に
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。
更

に
、
最
後
の
殺
害
シ
ー
ン
は
急
転
直
下
で
行
わ
れ
る
た
め
、
リ
ア
ル
の
出
来
事

と
言
い
切
れ
な
い
演
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ⅲ
は
、
村
上
文
学
で
多
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
分
身
説
で
あ
る
。
１
は

全
作
品
版
の
納
屋
を
焼
く
行
為
が
自
ら
の
闇
を
消
す
行
為
で
あ
る
と
い
う
記
述

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
２
は
逆
に
暴
力
性
を
強
め
る
解
釈
で
あ
る
。

　

稿
者
は
、「
同
時
存
在
」
の
場
面
に
着
目
し
、
単
行
本
版
を
二
つ
の
解
釈
（
彼

が
連
続
殺
人
犯
と
す
る
寓
意
、
そ
う
い
っ
た
寓
意
を
読
み
取
ら
な
い
曖
昧
さ
）

が
同
時
存
在
す
る
テ
ク
ス
ト
と
捉
え
た
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
も
先
に
示
し
た
よ

う
に
複
数
の
解
釈
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
〈
結
末
の
意
味
を
観

客
が
考
え
出
す
映
画
〉が「
バ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
の
「
怒
り
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
る
と
、
ジ
ョ

ン
ス
の
殺
人
が
実
際
に
行
わ
れ
た
方
が
、
若
者
の
怒
り
と
そ
の
悲
劇
性
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
殺
人
シ
ー
ン
の
前
に
は
ジ
ョ

ン
ス
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
場
面
が
敢
え
て
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
ス
の

殺
人
が
現
実
な
の
か
想
像
な
の
か
判
明
さ
せ
な
い
。「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
は
一
つ

の
解
釈
に
集
約
さ
せ
る
こ
と
を
回
避
さ
せ
る
映
画
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
解
釈

を
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
解
釈
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
全
て
の
テ

ク
ス
ト
に
お
い
て
同
時
存
在
の
解
釈
が
成
り
立
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、「
バ
ー

ニ
ン
グ
」
は
一
つ
の
解
釈
に
絞
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
、
本
当
に
そ
れ
で
良
い

の
か
と
常
に
問
い
か
け
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
の
豊

か
な
可
能
性
で
あ
る
と
考
え
る
。

＊

本
稿
は
、
第
二
回
村
上
春
樹
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
招
待
講
演
「
村
上
春
樹
「
納

屋
を
焼
く
」
と
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
「
バ
ー
ニ
ン
グ
」」（
二
〇
一
九
年
四
月

二
〇
日
・
京
都
大
学
）
を
基
に
、
大
幅
な
改
稿
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
韓
国
の
状
況
や
英
文
献
等
に

関
し
、
執
筆
中
多
く
の
方
か
ら
有
益
な
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。

（
34
）
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注（
１
）『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
一
九
年
二
月
一
日
）
著
者
は
（
山
）
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）「
バ
ー
ニ
ン
グ
」
ド
ラ
マ
版
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ア
ジ
ア
の
映
画
監
督
た
ち
と
村
上
春
樹
の

短
編
小
説
の
映
像
化
に
挑
戦
す
る
企
画
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。（https://w

w
w
.

nhk.or.jp/dram
atopics-blog/8000/310110.htm

l

）
制
作
・
放
送
は
、
国
際
共
同
制

作　

N
H
K
/PinehouseFilm

　

と
な
っ
て
い
る
。
編
集
の
経
緯
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
た

が
、
回
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
３
）『
世
界
文
学
と
は
何
か
？
』（
秋
草
俊
一
郎
他
訳　

国
書
刊
行
会
・
二
〇
一
一
）

（
４
）
注
１
に
同
じ
。

（
５
）

感
想
は
、https://eiga.com

/m
ovie/89176/review

/

、https://m
ovies.yahoo.co.

jp/m
ovie/364247/review

/

、https://w
w
w
.am

azon.co.jp/
ハ

ナ
レ

イ
・

ベ
イ

-Blu-ray-吉
田

羊
/dp/B07H

31FV
K
Z/ref=tm

m
_blu_sw

atch_0?_encoding=

U
T
F8&

qid=&
sr=

を
参
照
し
た
。

（
６
）https://eiga.com

/new
s/20190201/13/

に
よ
る
。

（
７
）
定
成
寛
『
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』（
二
〇
一
九
年
一
月
二
一
日
）

（
８
）
注
１
に
同
じ
。

（
９
）
森
直
人
『
映
画
秘
宝
』（
二
〇
一
九
年
二
月
号
）

（
10
）

第
３
回
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
者
協
議
会
国
際
学
術
大
会（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
七
日
・

京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
東
地
区
）
に
お
け
る
パ
ネ
ル
発
表
「
世
界
文
学
中
の
日
本
文
学

─
村
上
春
樹『
騎
士
団
長
殺
し
』を
例
に
─
」、「『
騎
士
団
長
殺
し
』と『버

닝

（Burning

）』

―
村
上
春
樹
に
よ
る
村
上
春
樹
／
李
滄
東
に
よ
る
村
上
春
樹
―
」の
配
布
資
料
に
よ
る
。

（
11
）「Placing

（In

）visibility:GeopoliticalandSexualT
ensioninLeeChang-

dong ‚sBurning（2018

）」、13thA
sianCinem

aStudiesSociety,2019/6/25,at

LA
SA

LLECollegeoftheA
rts,Singapore.

に
お
け
る
パ
ワ
ポ
資
料
、
お
よ
び
、

Fujiki,K
osuke.

“AdaptingA
m
biguity,Placing

（In

）visibility:Geopolitical

andSexualT
ensioninLeeChang-dong ‚sBurning

”『
映
画
研
究
』（
二
〇
一
九
・

一
二　

掲
載
決
定
）
を
参
照
し
た
。

（
12
）「
二
つ
の
「
納
屋
を
焼
く
」
―
同
時
存
在
の
世
界
か
ら
「
物
語
」
へ
―
」（『
広
島
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
二
〇
〇
九
・
一
二
）

（
13
）

後
述
す
る
が
、
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
が
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
“BarnBurning

”
の
直
接
的
な

影
響
を
語
っ
て
い
る
。

（
14
）

内
田
康
氏
は
「
ベ
ン
と
共
に
ジ
ョ
ン
ス
の
実
家
を
訪
れ
た
ヘ
ミ
が
、
大
麻
を
吸
っ
て
朦

朧
と
な
り
、
黄
昏
の
中
で
ベ
ン
の
か
け
る
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
死
刑
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（A

scenseurpourlechafaud

）』（
原
作
で
は
同
じ
マ
イ
ル
ス
で
も
、
彼

女
自
身
が
選
ん
だ
「
エ
ア
ジ
ン
」
が
か
か
る
）
に
合
わ
せ
て
踊
る
場
面
は
、「
神
の
子

ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
」
を
思
わ
せ
る
」、「
ジ
ョ
ン
ス
が
ヘ
ミ
の
部
屋
で
猫
を
探
す
場

面
や
、
彼
女
が
幼
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
る
井
戸
に
落
ち
た
話
は
、『
ね
じ
ま

き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
を
連
想
さ
せ
る
」、「「
納
屋
を
焼
く
」
と
『
騎
士
団
長
殺
し
』
と
は
、

『
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
に
登
場
す
る
ジ
ェ
イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
を
思
わ
せ
る
人
物

（
謎
の
男
と
免
色
渉
）
が
出
て
く
る
こ
と
で
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

引
用
は
注
10
に
同
じ
。更
に
、ハ
ウ
ス
に
火
を
付
け
て
し
ま
う
ジ
ョ
ン
ス
は
、原
作「
時
々

僕
は
彼
が
僕
に
納
屋
を
焼
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
っ

た
（
略
）
僕
は
時
々
、
彼
が
焼
く
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
く
ら
い
な
ら
、
い
っ
そ
の

こ
と
自
分
で
マ
ッ
チ
を
す
っ
て
焼
い
て
し
ま
っ
た
方
が
話
が
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
こ
と
も
あ
っ
た
」（
単
行
本
版　

六
七
頁
）
を
実
体
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
15
）

今
井
楯
雄
氏
は
「
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
“BarnBurning

”
の
中
で
、「
父
親
殺
し
」
に

よ
り
家
か
ら
の
離
脱
を
謀
る
少
年
を
描
い
た
。
一
方
、
村
上
が
描
く
主
人
公
「
僕
」
は

父
を
殺
す
こ
と
も
な
く
、
そ
の
分
身
た
ち
は
代
わ
り
に
「
少
女
殺
し
」
を
繰
り
返
す
。

そ
こ
に
は
「
父
殺
し
」
が
で
き
な
い
者
た
ち
の
倒
錯
的
な
殺
害
の
衝
動
、
女
性
を
殺
す

男
た
ち
の
系
譜
と
そ
の
末
期
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」（「
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
村
上
春

樹
―
「
納
屋
を
焼
く
」
を
め
ぐ
る
冒
険
」『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
』
二
〇
〇
四
・
四
）
と
重
要

な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
小
島
基
洋
氏
は
全
作
品
版
の
改
稿
で
村
上
が
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十
九

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
痕
跡
を
消
し
て
い
る
こ
と
、
逆
に
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
の
加
筆
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
納
屋
を
焼
く
」
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー

の
影
響
が
大
き
い
と
論
じ
た
（「
村
上
春
樹
「
納
屋
を
焼
く
」
論
‥
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の

消
失
、
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
の
幻
惑
」『
札
幌
大
学
総
合
論
叢
』
二
〇
〇
八
・
三
）。
二
者
と

も
「
納
屋
を
焼
く
」
に
は
父
親
に
対
す
る
憎
し
み
が
直
接
的
に
は
描
か
れ
て
は
い
な
い

点
は
共
通
し
て
い
る
。

（
16
）

二
〇
一
八
年
五
月
一
七
日
の
イ
・
チ
ャ
ン
ド
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（0:40

～2:36

）
著

作
権
元　

N
ew

s1　

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=H

y6LlP-N
pBw

　
　
（
台
湾　

淡
江
大
學　

内
田
康
先
生
訳
）

（
17
）https://globe.asahi.com

/article/11994343

、https://traveloco.jp/kaigaizine/

w
ork-korea

を
参
照
し
た
。

（
18
）

韓
国
統
計
局
の
Ｈ
Ｐhttp://kostat.go.kr/portal/eng/pressReleases/1/index.

board?bm
ode=read&

aSeq=376801

に
よ
る
と
、
若
年
層
（
一
五
～
二
九
歳
）
の
失

業
者
は
四
十
三
万
五
千
人
、
若
年
失
業
率
は
九
・
八
％
で
あ
る
。

（
19
）https://traveloco.jp/kaigaizine/w

ork-korea

を
参
照
し
た
。

（
20
）
注
11
に
同
じ
。

（
21
）
注
16
に
同
じ
。

（
22
）
注
16
に
同
じ
。

（
23
）

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
オ
ハ
イ
オ
州
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
神
学
校
で
の
演
説
「Speaking

toanaudienceinCincinati,O
hio,U

.S.A
.,M

otherT
eresasaidthatthereisa

greater

“poverty

”inA
m
ericathaninIndia-the

“povertyofloneliness.
”In

herspeechatCincinnatisem
inary,M

otherT
eresasaid:

“Beingunw
anted,

unloved,uncaredfor,forgottenbyeverybody.Ithinkthatisam
uch

greaterhunger,am
uchgreaterpovertythanthepersonw

hohasnothing

toeat.

」（『T
heRotarian

』
一
九
八
一
年
一
月　

一
〇
頁
）

（
24
）
注
11
に
同
じ
。

（
25
）
注
６
に
同
じ
。

（
26
）
注
９
に
同
じ
。

（
27
）
注
12
に
同
じ
。

（
28
）

以
下
の
情
報
は
趙
柱
喜
氏
（
高
麗
大
学
兼
任
教
授
）
か
ら
ご
教
示
頂
き
、
調
査
を
進
め

た
も
の
で
あ
る
。

（
29
）

“저
는

 판
단

 같
은

 거

 하
지

 않
습
니
다

.관
찰
만

 할

 뿐
입
니
다

.비
와

 같
은

 거
죠

.비

가

 온
다

.
강
이

 넘
친
다

.
무
엇
인
가
가

 떠
내
려
간
다

.
비
가

 판
단

 같
은

 걸

 하
겠
습

니
까

?

 아
시
겠
어
요

?

 전

 도
덕
이
라
는

 것
을

 믿
습
니
다

.
도
덕

 없
이

 인
간
은

 존
재

할

 수

 없
습
니
다

.
저
는

 도
덕
이
라
는

 것
은

 동
시

 존
재
란

 게

 아
닐
까

 생
각
합
니
다

.

”

 

 

“동
시

 존
재

?

”

 

  

“즉
, 나
는

 여
기
에
도

 있
고

, 저
기
에
도

 있
습
니
다

. 나
는

 도
쿄
에
도

 있
고

, 동

시
에

 튀
니
스
에
도

 있
습
니
다

. 야
단
치
는

 것
도

 저
고

, 용
서
하
는

 것
도

 접
니
다

. 

그

 이
외
에

 뭐
가

 있
습
니
까

?

”（
六
八
頁
）

（
30
）

“저
는

 판
단

 같
은

 거

 하
지

 않
습
니
다

. 그
것
은

 태
워
지
기
를

 기
다
리
는

4

4

4

4 

4

겁
니
다

4

4

4

. 

저
는

 그

 사
실
을

 받
아
들
일

 뿐
입
니
다

. 아
시
겠
어
요
？　

그
곳
에

 있
는

 것
을

 받
아

들
일

 뿐
입
니
다

. 비
와

 같
은

 거
죠

. 비
가

 온
다

. 강
이

 넘
친
다

. 무
언
가
가

 떠
내

려
간
다

. 비
가

 판
단
을

 합
니
까

?

 보
세
요

. 저
는

 절
대

 비
도
덕
적
인

 것
을

 지
향
하

는

 게

 아
닙
니
다

. 전

 저

 나
름
대
로

 도
덕
이
라
는

 것
을

 믿
습
니
다

. 도
덕
은

 인
간

 

존
재
에

 무
척

 중
요
한

 힘
이
죠

. 도
덕

 없
이

 인
간
은

 존
재
할

 수

 없
습
니
다

. 전

 도

덕
이
라
는

 것
은

 동
시

 존
재
의

 균
형
이

 아
닐
까

 생
각
합
니
다

.

” 

 

“동
시

 존
재

?

”

 

 

“즉

 나
는

 여
기
에
도

 있
고

, 저
기
에
도

 있
다

. 나
는

 도
쿄
에
도

 있
고

, 동
시
에

 튀

니
스
에
도

 있
다

. 야
단
치
는

 것
도

 저
고

, 용
서
하
는

 것
도

 접
니
다

. 이
를
테
면

 그

런

 겁
니
다

. 그
런

 균
형
이

 있
는

 거
죠

. 그
런

 균
형

 없
이

 우
리
는

 살
아
갈

 수

 없
다

고

 생
각
합
니
다

. 말
하
자
면

 물
림
쇠

 같
은

 겁
니
다

. 그
게

 없
으
면

 우
리
는

 스
르
르

 

풀
어
져
서

 말

 그
대
로

 조
각
조
각
이

 날

 겁
니
다

. 그
게

 있
기

 때
문
에

 우
리
의

 동
시
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二
十

존
재
가

 가
능
해
지
죠

.

”

 

“즉

 자
네
가

 헛
간
을

 태
우
는

 건

 도
덕
적
으
로

 마
땅
한

 행
위
라
는

 뜻
인
가

?

”

 

 

“정
확
하
게
는

 아
니
죠

. 그
건

 도
덕
을

 유
지
하
기

 위
한

 행
위
입
니
다

. 하
지
만

 도
덕

에

 대
해
선

 잊
어
버
리
는

 게

 좋
을

 거
예
요

. 그
건

 여
기
서
는

 본
질
적
인

 문
제
가

 아

니
거
든
요

. 제
가

 말
하
고

 싶
은

 건
, 세
상
에
는

 그
런

 헛
간
이

 얼
마
든
지

 있
다
는

 

겁
니
다

. 제
게
는

 제

 헛
간
이

 있
고

, 당
신
에
게
는

 당
신
의

 헛
간
이

 있
어
요

. 정
말

입
니
다

. 저
는

 전

 세
계

 거
의

 모
든

 곳
에

 가
봤
습
니
다

. 갖
가
지

 경
험
을

 했
습
니

다
. 몇

 번
이
나

 죽
을

 고
비
를

 넘
겼
습
니
다

. 자
랑
하
는

 게

 아
닙
니
다

. 그
렇
지
만

 

그
만

 두
죠

. 저
는

 평
소
에

 말
이

 없
는

 만
큼

, 그
래
스
를

 하
면

 말
이

 너
무

 많
아
집

니
다

.

”（
六
八
～
六
九
頁
）

（
31
）

“잘

 모
르
긴

 하
지
만

, 그
녀
는

 정
말

 한
푼
도

 없
답
니
다

. 친
구
도

 없

 어
요

. 주
소

록
에

 이
름
은

 가
득

 있
지
만

 그
녀
에
게
는

 친
구
란

 게

 없
어

 요
. 아
니

, 그
렇
지
만

 

선
생
님
만
은

 정
말

 신
뢰
하
고

 있
더
군
요

. 빈
말

 이

 아
니
라

.

”

 

 

　
그
는

 한

 번

 더

 시
계
를

 보
았
다

. 

 

“이
제

 가

 보
겠
습
니
다

. 언
젠
가

 다
시

 뵙
게

 되
겠
죠

.
”



“잘

 가
게

.

” 하
고

 나
도

 말
했
다

.

（
七
八
頁
）

（
32
）

“저
도

 잘

 모
르
지
만

, 그
녀
는

 정
말

 한

 푼
도

 없
습
니
다

. 친
구
도

 없
어

 요
. 주
소

록
은

 빼
곡
하
게

 차

 있
지
만

 그
건

 그
냥

 이
름
일

 뿐
입
니
다

. 그

 녀
에
게
는

 기
댈

 만

한

 친
구
가

 없
습
니
다

. 아
니

, 그
렇
지
만

 당
신
만
은

 정
말

 신
뢰
하
더
군
요

. 빈
말

이

 아
니
라

. 당
신
은

 그
녀
에
게

 특
별
한

 존
재

 였
다
고

 봅
니
다

. 저
도

 조
금

 질
투

했
을

 정
도
니
까
요

. 정
말
입
니
다

. 저

 는

 지
금
껏

 질
투
란

 걸

 거
의

 해
본

 적

 없
는
 

인
간
이
지
만
요

.

” 그
는

 가
볍

 게

 한
숨
을

 쉬
었
다

. 그
리
고

 한

 번

 더

 시
계
를

 보
았

다
. 

“이
제

 가
보
겠

 습
니
다

. 언
제

 다
시

 뵙
죠

.

”

 

 

　
나
는

 고
개
를

 끄
덕
였
다

. 그
러
나

 말
이

 잘

 나
오
지

 않
았
다

. 언
제
나

 그
렇
다

. 

이

 남
자
를

 앞
에

 두
면

 말
이

 제
대
로

 나
오
지

 않
는

 것
이
다

.

（
七
九
頁
）

（
33
）
注
６
に
同
じ
。

（
34
）
注
12
に
同
じ
。
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二
十
一

“Burning” as “World Literature”
— Beyond Haruki Murakami’s “Barn Burning”

Yumie YAMANE

While it is a well-known fact that Haruki Murakami’s literary works have gained global 

readership, the movies based on his works have not been so successful. This paper argues that 

director Chang-dong Lee’s 2018 movie “Burning” is a rare successful case. Then I claim that this 

movie that transcends eras, countries, and media as “World Literature”. Analyses are carried out 

both versions of “Burning”, the movie as well as the drama (95-minute shortened version) aired on 

NHK in December 2018. The drama version deepens the philosophy of Murakami’s works and 

incorporates the situation of South Korea as “World Literature”. The movie version challenges to 

surpass the original work. The purpose of this papers is to clarify the copious potential in each 

version of “Burning”.


